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２０２２年 2月 5日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 13章 12～27節（エレミヤ書講解説教 29回目） 

タイトル：「酒壺に満たされた酒」 

きょうは、エレミヤ書 13 章 12～27 節のみことばから「酒壺に満たされた酒」というタイト

ルでお話します。前回の箇所でエレミヤは、主が命じられたとおり、亜麻布の帯を買い、それを

ユーフラテス川まで行って隠しました。するとかなりの日が経ってから、再び主からことばがあ

りました。それは、もう一度ユーフラテス川へ行き、今度はそれを取り出すようにということで

した。エレミヤは主の言われたとおりにすると、その帯はぼろぼろになって何の役にも立たな

くなっていました。いったいこれはどういうことかと思っていたら再び主のことばがあり、それ

はユダとエルサレムの大きな誇りであると示されました。その帯がぼろぼろになったように、

主は彼らの誇りをぼろぼろにすると言われたのです。それは彼らが主のことばを聞くことを拒

み、その頑なな心のままに、ほかの神々に歩み、それに仕えたからです。彼らは主に結び付けら

れて主と一つとなり、主のために生きるように造られたのにそうではなかったからです。すご

いですね、このように主はエレミヤの行動を通して、ご自身のみことばを示されたのです。こと

ばによる預言も力がありますが、このように行動を通しての預言はもっと強烈です。 

きょうのところでは、一つのたとえを通して語られます。それは酒壺に満たされた酒のたと

えです。イエス様も多くのたとえを用いて語られました。このたとえを通して主は何を語ろうと

したのでしょうか。結論から申し上げると、神の民イスラエルはいつまでも変わらないというこ

とです。いつまでも神に立ち返らないのです。それで主は彼らの酒壺に、ご自身の怒りの酒で

満たされるのです。 

Ⅰ．酒壺に満たされた酒(12-14) 

 

 まず 12～14 節をご覧ください。「12 あなたは彼らにこのことばを伝えよ。『イスラエルの

神、主はこう言われる。酒壺には酒が満たされる。』彼らがあなたに『酒壺に酒が満たされるこ
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とくらい、分かりきっているではないか』と言ったなら、13 あなたは彼らに言え。『主はこう言

われる。見よ。わたしは、この地の全住民を、ダビデの王座に着いている王たち、祭司、預言者、

およびエルサレムの全住民を酔いで満たし、14 彼らを互いにぶつけて砕く。父も子も、ともに

─主のことば─。わたしは容赦せず、惜しまず、あわれみをかけずに、彼らを滅ぼす。』」 

主はエレミヤに言われました。彼らにこのことばを伝えよと。「彼ら」とはイスラエルの民、南

ユダの民のことです。彼らに伝えるべきことばとは、「酒壺に酒が満たされる」ということでし

た。酒壺とは、イスラエルの民のことを指しています。その中に満たされる酒、ぶどう酒とは、

神の怒りのことです。ここでは、ぶどう酒が神の怒りとして用いられています。この酒壺は、ぶ

どう酒を約 40 リットルも入れることができる大きな容器でした。その酒壺が、神の怒りで満

たされるのです。 

それに対して、イスラエルの民が「酒壺に酒が満たされることなど当たり前ではないか、その

くらい、分かりきっていることだ」と言ったら、彼らにこう告げるようにと言われました。13～

14 節です。「見よ。わたしは、この地の全住民を、ダビデの王座に着いている王たち、祭司、預

言者、およびエルサレムの全住民を酔いで満たし、彼らを互いにぶつけて砕く。父も子も、とも

に─主のことば─。わたしは容赦せず、惜しまず、あわれみをかけずに、彼らを滅ぼす。」どうい

うことでしょうか。 

これは、彼らは神様の徹底的なさばきを受けるようになるということです。彼らはそれがど

ういうことなのかわかりませんでした。だから、酒壺にぶどう酒が満たされるのは当然ではな

いかとのん気なことを言っていたのです。しかし、そんなのん気なことを言っている場合では

ありません。そこには全く容赦のない神の怒りのぶどう酒が注がれるようになるからです。主

はその地の全住民を、王から一般庶民に至るまで酔いで満たし、互いにぶつけて砕き、滅ぼさ

れるのです。 

いったい何が問題だったのでしょうか。15～17 節をご覧ください。ここにその理由が述べ

られています。「15 耳を傾けて聞け。高ぶるな。主が語られたからだ。16 あなたがたの神、
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主に、栄光を帰せよ。まだ主が闇を送らないうちに、まだあなたがたの足が夕暮れの山でつま

ずかないうちに。あなたがたが光を待ち望んでも、主はそれを死の陰に変え、暗黒とされる。

17 もし、あなたがたがこれに聞かなければ、私は隠れたところであなたがたの高ぶりのため

に嘆き、涙にくれ、私の目には涙があふれる。主の群れが捕らわれて行くからだ。」 

それは彼らが高ぶっていたからです。彼らは主が語られることばを聞こうとしませんでした。

主の御声に聞き従おうという気持ちは、これっぽっちもなかったのです。たとえば、その前の

ところに、主は「酒壺には酒が満たされる」と言われましたが、それに対して彼らは何と言いま

したか。「そんなの当たり前じゃないか、酒壺はそのためにあるんだから」と言って、そのことば

に秘められた神の思いを素直に受け取ろうとしませんでした。主はそんな彼らに、その高ぶり

を捨てて、主に栄光を帰するようにと言われたのです。 

ぶどう酒は、神の怒りの象徴であると同時に、神の祝福の象徴でもあります。たとえば、イエ

ス様はカナの婚礼において水をぶどう酒に変えるという最初の奇跡を行い、その結婚式を祝

福されました。また、最後の晩餐において御子イエスの血潮の象徴となったのはぶどう酒でし

た。ですから、ぶどう酒は神の怒りの象徴であると同時に、神の祝福の象徴ともなり得るので

す。神の器であるあなたという壺の中に注がれているのは怒りのワインでしょうか。それとも、

祝福のワインですか。神の怒りを祝福に変える唯一の方法は、高ぶりを捨てて、神に栄光を帰

することです。神のためにと思って奉仕しながら、結果的に自分のためにしていることもあり

ます。聖霊様によって、心を吟味していただきましょう。 

ところで 16 節には、「まだ主が闇を送らないうちに、まだあなたがたの足が夕暮れの山で

つまずかないうちに。」とあります。 

  恵泉キリスト教会会津チャペル牧師で、山形大学名誉教授の三留謙一先生から、新年のご

挨拶と一緒にご自身が書かれたトラクトを送ってくださいました。そのタイトルがなかなかなの

です。「天の故郷への帰還・・・まだ可能です」先生は昨年心臓冠動脈のバイパス手術を受けられ

ましたが、それはまさに、一度死んで復活した「死からの擬似体験」のようだったと言います。
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もしかするとそのまま死ぬかもしれないという不安の中で、これまで何回もクリスチャンは必

ず天の故郷に帰れますとのメッセージを聞き、また自分も牧師として語ってきましたが、自分

が死に臨むことは、全くの未知の領域でした。ですから手術前の一週間、「今週が人生最後か

も」という思いが消えず、眠れない夜を過ごしました。 

 しかし、手術室に向かう車椅子の上で、突然、天から平安が降ってきて、不安が消えていきま

した。これが、イエス様が、「わたしは、あなたがたにわたしの平安を与えます。」(ヨハネ

14:27)と言われた平安なのかと、手術室に入っていきました。そして、手術は無事終わり翌

朝目を目ましたとき、永遠のいのちの恵みのすばらしさ、凄さを改めて感じました。それは、天

の故郷の朝のようだったと言います。新聖歌 151 番「永遠
と わ

の安き来たりて」の歌詞にある通り

です。 

 「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者が、

一人として滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」(ヨハネ 3:16) 

  あなたも、この天の故郷への帰還が可能です。「イエス様、どうぞ私の心に来て、救ってくだ

さい。」と祈るなら、あなたも天の故郷に帰ることができます。そして一度イエス・キリストを信

じた者に対する神の約束は、何があっても変わることはありません。三留先生は、最後に次の

ように語って証を閉じています。 

 「一度限りの人生、永遠のいのちほど価値あるものはありません。私も 82 歳になりましたが、

80 歳でも、天の故郷への帰還は、まだ可能です。輝かしいイエス様を見上げて、一緒に行きま

しょう。天国までの道を。」 

 アーメンですね！天の故郷への帰還は、まだ可能なのです。しかし、それが閉じられる時がや

って来ます。主が闇を送り、あなたがたの足が夕暮れの山でつまずくようになる時がやって来

るのです。つまり、手遅れになる前に自分の罪を悔い改めてイエス様を信じなければなりませ

ん。今はまだやり直すチャンスが与えられています。でもそのチャンスが無くなる時がやって来

ます。それは肉体の死を迎える時であり、また、イエス様が再臨する時です。それが終わりの時

です。その後でどんなに歯ぎしりしてもその時は残されていません。その時が来たらもう遅い

のです。大丈夫、セカンドチャンスがあるから・・・。ありません。皆さん、このような教えに惑わ
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されないでください。ありませんから。そんなことは聖書のどこにも書いてありません。聖書が

言っていることは、私たちが悔い改めるチャンスとして与えられているのは、私たちがこの地

上に生きている間だけであるということです。どんなに有名な牧師が言ったとしても惑わされ

ないでください。私たちが悔い改めるチャンスは、この地上に生きている時だけなのです。「今

は恵みの時、今は救いの日です。」(Ⅱコリント 6:2)ですから、その前に高ぶりを捨て、主に栄

光を帰せなければなりません。悔い改めて、神に立ち返らなければならないのです。 

16節の後半にあるとおりです。「あなたがたが光を待ち望んでも、主はそれを死の陰に変え、

暗黒とされる。」どういうことですか。あなたがたが光を待ち望んでも、それはもう遅いという

ことです。主はそれを死の陰に変え、暗黒とされるからです。ヨハネの福音書 11 章 9～10節

にこうあります。「9 イエスは答えられた。「昼間は十二時間あるではありませんか。だれでも昼

間歩けば、つまずくことはありません。この世の光を見ているからです。10 しかし、夜歩けば

つまずきます。その人のうちに光がないからです。」」 

 主イエスは世の光として来てくださいました。この光がある間にご自身のところに来なけれ

ばなりません。昼間歩けば、つまずくことはないからです。しかし、夜歩けばつまずきます。その

人のうちに光がないからです。 

  クリスチャン作家の三浦綾子さんは、「光のあるうちに」という本を書かれました。いつまで

も光があるわけではありません。人それぞれ光のところに来る時が与えられています。それに

応答しなければ、闇があるだけなのです。 

もしこれに聞かなければどうなるでしょうか。17 節にこうあります。ご一緒に読みましょう。

「もし、あなたがたがこれに聞かなければ、私は隠れたところであなたがたの高ぶりのために

嘆き、涙にくれ、私の目には涙があふれる。主の群れが捕らわれて行くからだ。」 

 もし、主のことばに聞かなければ、主の群れが捕らわれて行くことになります。具体的には、

バビロンに捕えられて行くことになるということです。バビロン捕囚のことです。そのことを聞

いたエレミヤは嘆き、涙にくれました。エレミヤは「涙の預言者」と呼ばれていますが、ここでも

その姿を見てとれます。何度語っても聞いてくれない、心を頑なにして神のことばを拒んだ結
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果、彼らは捕らえられてバビロンに連れて行かれることになってしまう。エレミヤはそのことを

聞いて涙が止まりませんでした。私だったらムカついていたかもしれません。これだけ言って

いるのになぜわからないのかと。でもエレミヤは涙にくれました。目に涙があふれました。彼は

自分の故郷アナトテの人たちから憎まれ、殺されかけていたんですよ。自分を殺そうとする人

のために語ることばなどありません。そんな人なんてどうなっても構わないと思うのが普通で

す。それなのに彼はそのアナトテの人々をはじめ、ユダの人たちが捕らわれて行くのを見て嘆

き、涙にくれたのです。エレミヤはまさに涙の預言者でした。 

そして、これが私たちの主の涙でもあります。主の心です。エレミヤの姿は、私たちの主イエ

スの姿を表していたのです。そういえば、イエス様も自分を迫害する者たち、自分を殺そうとし

た人たちのために祈られました。「父よ、彼らをお赦しください。彼らは、自分が何をしている

のかが分かっていないのです。」(ルカ 23:34) 

 これがイエス様の心です。ですから、エレミヤの涙はイエス様の涙、父なる神の涙だったので

す。神の預言者として、神の思い、神の心を表していたのです。すなわち、神は一人も滅びるこ

となく、すべての人が救われることを望んでおられるということです。どんなに頑な人でも、ど

んなにキリスト教は嫌いだという人でも、どんなに神なんて信じないと言う人でも、すべての

人が悔い改めて、真理を知るようになることを望んでおられるのです。イエス様はそのために

十字架にかかって死んでくださったのです。 

ですから、私たちは高ぶりを捨てて、主に、栄光を帰せなければなりません。主があなたに闇

を送らないうちに、まだあなたの足が夕暮れの山でつまずかないうちに。酒壺にぶどう酒が満

たされないように、神の御前にへりくだり、神の御言葉に聞き従う者になりたいと思うのです。 

Ⅱ．なぜこんなことが私の身に起こったのか(18-22) 

次に、18～22 節をご覧ください。「18 「王と王母に告げよ。『低い座に着け。あなたがたの

頭から、輝かしい冠が落ちたから。』19 ネゲブの町々は閉ざされて、だれも開ける者はいない。

ユダはことごとく捕らえ移される。一人残らず捕らえ移される。20 あなたがたの目を上げ、
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北から来る者たちを見よ。あなたに対して与えられた群れ、あなたの美しい羊の群れはどこに

いるのか。21 最も親しい友としてあなたが教えてきた者たちが、あなたの上に、かしらとして

立てられるとき、あなたは何と言うのか。激しい痛みがあなたをとらえないだろうか。子を産

む女のように。22 あなたが心の中で『なぜ、こんなことが私の身に起こったのか』と言うなら、

それは、あなたの多くの咎のためだ。それで、あなたの裾はまくられて、あなたのかかとは傷を

負うのだ。」 

高ぶって、主の御声に聞き従わなかったユダの民は、捕らえ移されることになります。その

神のさばきが宣言されています。18 節の「王」とは、先週「王と預言者」たちの一覧表を配布し

ましたが、南ユダの最後から二番目のエホヤキン王のことです。「王母」とは、その母親のネフシ

ャタのことです。その前にエホヤキムという王様がいましたが、彼はバビロンの王ネブカデネザ

ルに反逆したので、バビロンに捕え移されてしまいました。これが第一次バビロン捕囚です

(B.C.597)。この時にダニエルも捕え移されました。その後を継いだのが、このエホヤキンで

す。この時彼はまだ 18 歳だったので、実質的には彼の母のネフシャタが後見人となって実験

を握り、国を治めました。このことはⅡ列王記 24章 8節に記されてありますので後でご確認

ください。そこには彼女の名前も出ています。その治世はわずか三か月でした。その後、ゼデキ

ヤという王が立てられますが、このゼデキヤの時にエルサレムは完全に陥落することになりま

す(B.C.586)。これが第二次バビロン捕囚です。 

そのエホヤキン王と母親のネフシャタに告げられたことばがこれです。「低い座に着け、あな

たがたの頭から輝かしい冠が落ちたから」どういうことでしょうか。彼らは王の位から引きず

り落されるということです。彼は王となってわずか三か月でしたが、この預言のとおり、王位か

ら引きずり降ろされることになります。彼だけでなくユダの民のすべてがことごとく捕え移さ

れることになるのです。19節には「ネゲブの町々は閉ざされ、だれも開ける者はいない。」とあ

りますが、ネゲブとは、南ユダの南端にある町です。ですから、ネゲブの町々は閉ざされ、だれ

も開ける者はいないというのは、南端に至るまですべてバビロンの支配下に置かれるという

ことです。一部だけではありません。すべてです。南ユダ全体がバビロンの支配におさまること



8 

 

になるのです。 

20節の「北から来る者たち」とは、そのバビロンのことです。イスラエルは神の羊にたとえら

れていますが、その美しい羊の群れがどこかに散らされてしまうことになるということです。

彼らは羊飼いがいなければ生きていけない存在です。羊飼いがいればどんなに敵が襲ってき

ても全く恐れる必要はありませんでした。たとえ死の陰の谷を歩くことがあっても。「あなたが

ともにおられますから。」主がともにおられるので何も恐れる必要はないのです。でも、彼らは

真の羊飼いではなく、他のものに頼りました。周辺諸国とかと同盟関係を結んで目の前の問題

を解決しようとしたのです。神との関係よりもこの世との関係を重視しました。その結果、散ら

されてしまうことになったのです。それは私たちも同じです。神との関係が正しければあらゆ

る人間関係は正されすべての問題は解決しますが、その関係を無視し、この世に解決を求め、

神をないがしろにするなら、このような結果を招いてしまうことになります。 

それは21節にも見られます。「最も親しい友」とはバビロンのことです。南ユダは当初、台頭

してきたアッシリヤという国の脅威に対して神様ではなくバビロンと手を結ぼうとしました。同

盟関係を結んで共通の敵であるアッシリヤに対抗しようとしたのです。しかし、そのバビロンが

彼らのかしらとして立てられ、彼らに激しい痛みを与えることになってしまいました。人間関係

ってこんなものですよね。この人に頼ればと思ったのに裏切られ、ひどい目にあってしまうと

いうことがよくあります。ここでもそうです。バビロンに信頼したら、そのバビロンによって滅

ぼされることになってしまいました。 

その時、彼らは「なぜ、こんなことが私の身に起こったのか」と言うようになるでしょう。23

節です。皆さん、なぜ、こんなことが自分の身に起こったのでしょう。その理由は明らかです。

それはあなたの咎のためです。あなたの多くの咎のために、あなたの裾はまくられ、あなたの

かかとは傷を負うのです。あらゆる不幸の原因はここにあります。すなわち、神を神としないこ

とです。イザヤ書に書いてある通りです。「あなたがたの咎が、あなたがたと、あなたがたの神

との仕切りとなり、あなたがたの罪が御顔を隠させ、聞いてくださらないようにしたのだ。」（イ
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ザヤ 59:2） 

交通事故を起こした人が、「このままでは、いつか事故を起こすかもしれないと予想していた」

というのを聞いたことがあります。それと同じように、罪に対するさばきも、何の前触れもなく

やって来るのではありません。神はさまざまな方法を通して、私たちに語りかけておられます。

私たちはその語りかけを聞いたら、その時点で神に立ち返らなければならないのです。 

Ⅲ．神に心を明け渡して(23-27) 

では、どうしたら良いのでしょうか。ですから、第三のことは、あなたの心を神に明け渡して

ということです。23～27 節をご覧ください。「23 クシュ人がその皮膚を、豹がその斑点を、

変えることができるだろうか。それができるなら、悪に慣れたあなたがたも善を行うことがで

きるだろう。24 わたしは彼らを、荒野の風に吹き飛ばされる藁のように散らす。25 これが、

あなたへの割り当て、わたしがあなたに量り与える分である。─主のことば─あなたがわたし

を忘れ、偽りに拠り頼んだためだ。26 わたしも、あなたの裾を顔の上までまくるので、あなた

の恥ずべきところが現れる。27 あなたの姦淫、あなたの興奮のいななき、あなたの淫行のわ

ざ──数々の忌まわしいものを、わたしは丘の上や野原で見た。ああ、エルサレムよ。あなたは

いつまで、きよめられないままなのか。」 

「クシュ人」とは、今のエチオピア人、スーダンの人たちのことです。いわゆるアフリカの黒人

の人たちのことです。黒人の人がその皮膚を、変えることができるでしょうか。豹がその斑点

を、変えることができるでしょうか。できません。それと同じように、悪に慣れた人を、善を行う

人に変えることはできません。つまり、神の民の心を変えることは不可能だということです。し

かし、人にはできないことでも、神にはどんなことでもできます。神は人の心さえも変えること

ができるのです。 

使徒パウロはこう言っています。「だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造ら

れた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。」(Ⅱコリント 5:17) 
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  だれでもキリストにあるなら、その人は新しく造られた者です。この「新しい」ということばは、

根こそぎ新しくされるという意味です。それは「心を入れ替える」というレベルではありません。

よく言うでしょう。「きょうから心を入れ替えて」と。そういうレベルではないのです。これは新

しい創造のことです。全く新しい人として造り変えられることです。どんなに猫や猿を訓練し、

良い服を着せたとしても、猫や猿が人間の子どもになることはできません。人間の子どもにな

るためには人間のいのちを持たなければならないからです。それと同じように、新しい人とし

て生まれ変わるためにはイエス・キリストにあって神のいのち、聖霊を持たなければならないの

です。一般に良い人間になろうとすることは人間の努力や教育によって進歩することを意味し

ますが、キリストによって新しく生まれるとは、キリストを信じることによって神のいのちであ

る聖霊を受け入れ、聖霊に心の内に住んでいただくことを意味します。つまり、イエス・キリスト

を信じることによって、神の聖霊をいただき、私たちの魂に宿っていただくことによって、神の

子どもとして新しい人間として生まれ変わるのです。 

それは人にはできません。ただ神だけができることです。だれでもキリストのうちにあるな

ら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなります。もう過

去に捉われたり、縛られたりする必要はありません。過去に受けた傷をもう一度思い起こす必

要もありません。自分はどうしてそうなったのかと精神分析を始める必要もないのです。すべ

ての罪が赦されたからです。キリストにあって、あなたの過去はすべて過ぎ去るのです。イエス

様は水をぶどう酒に変えられたように、罪人を聖人に変えることができるのです。一瞬にして。

私たちはこういうでしょう。それは無理だ！持って生まれた性格を変えるなんて不可能だと。

もし変えられるとしても、10 年、20 年、30年、いや 100 年かかると。100年も待っていら

れません。しかし、安心してください。だれでも、キリストにあるなら、その人は新しく造られま

す。一瞬にして、です。どうやってそんなことが可能なのでしょうか。「キリストにあって」です。

「だれでもキリストにあるなら、その人は新しく造られた者です。」キリストを信じ、キリストの御

霊、神の聖霊を受け入れ、内に住んでいただくことによって、あなたも新しくなることができる

のです。 
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使徒パウロは、ローマ人への手紙 7 章 24 節でこう叫んでいます。「私は本当にみじめな人

間です。だれがこの死のからだから、私を救い出してくれるのでしょうか」。しかし次の瞬間、彼

はこう言うのです。「私たちの主イエス・キリストを通して、神に感謝します。」(ローマ 7:25)ど

うして彼はそのように言うことができたのでしょうか。主イエス・キリストを通してです。 

 「キリスト・イエスにあるいのちの御霊の律法が、罪と死の律法からあなたを解放したからで

す。肉によって弱くなったため、律法にできなくなったことを、神はしてくださいました。神は

ご自分の御子を、罪深い肉と同じような形で、罪のきよめのために遣わし、肉において罪を処

罰されたのです。それは、肉に従わず御霊に従って歩む私たちのうちに、律法の要求が満たさ

れるためなのです。」(ローマ 8:2-4) 

それは人にはできないことです。でも、神にはどんなことでもできるのです。神は肉によっ

て弱くなった私たちのために、ご自分の御子を、罪深い肉と同じような形で、罪のきよめのた

めに遣わし、肉において罪を処罰してくださいました。キリストの十字架の血は、私たちのすべ

ての罪を完全にきよめることができるのです。ですから、今や、キリスト・イエスにある者が罪

に定められることは決してありません。だれでもキリストにあるなら、その人は新しく造られる

からです。神は真黒な罪人をまっ白にしてくださいます。雪よりも白く、羊の毛よりも白くして

くださるのです。聖書にそう約束されています。私たちはクシュ人の肌の色どころじゃない、墨

よりも黒い、真黒な心を持っています。しかし、キリストはそうした心さえも変えてくださいま

す。外見はちっとも変ってないかのように見えるかもしれませんが、いや以前よりもシミが増

えてきたなぁと思う人もいるかもしれませんが、中身は全く新しい人です。だれでもキリストの

うちにあるなら、その人は新しく変えられるからです。 

27 節の最後のことばをご覧ください。ここには「ああ、エルサレムよ。あなたはいつまで、き

よめられないのか。」とあります。この言葉を心に刻みつけたいと思います。これは神の心の痛

み、心の叫びです。あなたはいつまで、きよめられないのか。マタイの福音書 23章 37節でイ

エス様は、神の招きを好まず拒んでいるイスラエルの民を嘆き、涙してこう言われました。「あ

あ、エルサレム、エルサレム。預言者たちを殺し、自分に遣わされた人たちを石で打つ者。わた
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しは、めんどりがひなを翼の下に集めるように、あなたの子らを幾たび集めようとしたことか。

それなのに、あなたがたはそれを好まなかった。」何度も何度も悔い改めるチャンスを与えらた

のにその招きに応じず、自ら滅びに向かって突き進んで行ったご自身の民を嘆かれたのです。 

この神の思いを感じていただきたいと思います。神様はたださばきを宣告しているのでは

ありません。そうした厳しい現実の中にも神のあわれみは尽きることがないということを知っ

てほしいと思います。神は一人も滅びないで、すべての人が救われることを願っておられるの

です。その思いをしっかりと受け止めていただきたいのです。そしてへりくだって、神の御声に

聞き従いましょう。あなたの神、主に、栄光を帰してください。イエス様は「自分に光があるうち

に、光の子どもとなれるように、光を信じなさい。」(ヨハネ 12:36)と言われましたが、闇が来

る前に、夕暮れが迫る前に、光であられる主イエスを信じましょう。そして、あなたの心を神に

明け渡し、聖霊によってきよめていただこうではありませんか。 


